






















1 働く女性と更年期

　わが国の女性の就業パターンは、未婚期である 20 歳代前半と子育ての手が離れる 40 歳

代に高まり、子育て期である 30 歳代前半にボトムに達する M 字型をなすことはよく知ら

れている。しかし、近年は、後の山である中高年期の就業率の高まりが顕著である。

　総務庁統計局「労働力調査」によると、1970 年から 1995 年の 20 年間に 20～24 歳層で

は 70.6%から 74.1%へとわずかな伸びであるが、45～49 歳層では 63.0%から 71.3%へ、そ

して 50～54歳層では 58.8%から 67.1%へと大幅な伸びを示している。さらに雇用者比率に

ついてみると、同じ期間に 20～24 歳層では 59.8%から 68.O%へ、45～49 歳層では 26.5%か

ら 54.7%へと倍増している。中高年女性の職場進出は、流通サービス等の第三次産業の発

展に伴い安いパート労働者に対する需要が増したことと、出生児数の減少による子育て期

間の短縮、教育費や住宅費の高騰、女性の自立意識の高まり等が労働力供給を促進したこ

とによってもたらされたものである。労働力率と雇用者比率の差は、20 歳代前半ではわ

ずかだが、40 歳代前半では 2 割弱にのぼる。これは、中高年女性の多くが、農業を中心

とする自営業に従事していることを物語る。

　働く中高年女性の増加は、更年期に直面する就業女性の増加を示している。近年、働く

中高年女性については、子どもの自立の遅れによる養育・教育問題と親の介護という二重

の負担に苦しめられていることが注目されるようになったが、健康上の問題にはあまり注

意が払われてこなかった。中高年期の健康については、仕事上のストレス、中間管理職と

しての悩み、リストラによる心身の不安定など、もっぱら男性の問題が取り上げられる傾

向にあり、中高年女性が抱える健康問題は無視ないし軽視されてきたといっても過言では

ない。この章では、就業形態別に、更年期女性が直面する諸問題を検討したい。


